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1) Kenichi IKEDA　生態情報

井吹台谷口公園は兵庫県神戸市西区井吹台西町に
位置し，新興住宅地に道路を挟んで隣接しており，住
宅地側にあたる南東側は公園用に施工された芝生が広
がっており，施工以前から残されていると思われる
クリ Castanea crenata Siebold & Zucc. やマルバヤナギ 
Salix chaenomeloides Kimura などの樹木とモミジバフウ 
Liquidambar styraciflua L. やエノキ Celtis sinensis Pers. の
ような街路樹が少数見られる．ただし，施工後手入れが
行われていない芝生の一部はイネ科草原へと遷移してい
る．反対の北西側は施工以前から残されていると思われ
るコナラ Quercus serrata Murray が少数混じった照葉樹
林がある．これまで筆者は何度か公園内で動植物を撮影
してきており，既にマメイタイセキグモについて報告し
ている（池田，2020）．だが，同地点の生物相に関する
報告は筆者が確認する限り，これを除いて殆ど無いもの
と思われる．2016 年 8 月 9 日と 11 日に目視で簡易な
観察を行った所，昆虫および虫こぶ（虫瘤，虫えい，虫
癭）について網羅性はないが，ある程度まとまった記録
になったのでこの 2 日分についてここに報告する．大
部分が同地点内の記録であるが，オヒシバクロアブラム
シとコクロハバチは公園外である．カジリムシ目・カ
メムシ目の分類・学名・配列は日本昆虫目録編集委員
会（2016），バッタ目の分類・学名・配列は日本直翅類
学会（2016），ゾウムシ科の分類・学名は鈴木（2020），
ハバチ科の分類・学名は内藤ら（2020），タマバチ科の
分類・学名は日本昆虫目録編集委員会（2020），チョウ
目の分類・学名は神保（2020），日本昆虫目録編集委員
会（2013）によった．文献上，兵庫県初記録の可能性
のある種には学名の末尾に * をつけた．記録は本研究で
発見された「データ」の項では，確認個体数，撮影年月
日を示した．撮影は全て筆者である．「文献記録」の項
では，筆者が確認した，県内で記録がある文献の地点を
示した．確認できたものはできるだけ含めたが，地域目
録のようなインターネット上未公開で閲覧困難な文献な
どは参照できていないので，網羅は出来てない可能性が
高い．「備考」の項では同定の根拠や生態を示した．兵
庫県既記録種は詳細な同定根拠や，写真は省略した．フ

ジ葉下面に虫こぶを形成する未同定のタマバエ科の一種
及び兵庫県初記録の可能性がある種では県外およびイン
ターネット上の記録も示し，種の分布情報の整理に努め
た．

カジリムシ目（咀顎目） Psocodea
1.	 オ オ ウ ロ コ チ ャ タ テ	Stimulopalpus japonicus 

Enderlein, 1907*	（ ウ ロ コ チ ャ タ テ 科	
Amphientomidae）（図 1）

【データ】1ex., 2016.08.11., 側溝側面のコンクリート上

【文献記録】なし？

【備考】同科には 2 種いるが（日本昆虫目録編集委員会，

2016），オオウロコチャタテにみられる頭部に 1 対の淡黄褐

色の円斑を（伊藤，1977；吉澤，2000），肉眼で確認してい

ることと，伊藤（1977）の標本と暗褐色の地に灰白色の斑

紋が類似していることから，本種とした．ただし，筆者は同

科の日本未同定種と思われる個体を大阪で確認しているので

（池田，未発表），留意する必要がある．県外では Johnson et 

al.(2020) 及び筆者が確認する限り，東京都（伊藤，1977；吉澤，

2000) ，愛知県（間野，2018），奈良県（奈良県レッドデータブッ

ク改訂委員会，2017），岡山県（Enderlein, 1907：この記録

は岡山県野生動植物調査検討会（2020）の分布記録整理に含

まれていない），四国県不明（富田・芳賀，1992），福岡県（吉

澤，2016）で記録がある．インターネット上では，2012 年 8
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図1　オオウロコチャタテ．
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月 10 日に明石公園の記録がある（おちゃたてむし，2012 投稿）．

2.	 ナガケチャタテ	Mepleres suzukii	(Okamoto, 1910)*	（ニ
セケチャタテ科 Pseudocaeciliidae）（図 2）

【データ】1ex., 2016.08.11., ヤブツバキ Camellia japonica L. 葉

下面

【文献記録】なし？

【備考】同属には 2 種いるが（日本昆虫目録編集委員会，

2016），ナガケチャタテでは，区分された褐色の斑紋を伴っ

た前翅持ち，本州～九州で確認されることから (Yoshizawa, 

2000)，本種とした．Johnson et al.(2020) 及び筆者が確認す

る限り，京都府（Okamoto, 1910：この記録は京都府自然環

境保全課（2015）の分布記録整理に含まれていない），東京都，

千葉県，愛知県，高知県，福岡県 (Yoshizawa, 2000：この記

録は間野（2018）の分布記録整理に含まれていない )，東京都

（吉澤，2000），奈良県（奈良県レッドデータブック改訂委員会，

2017）の記録を確認したが，兵庫県の記録はなかった．インター

ネット上では，2010 年 1 月中旬に明石公園の記録がある（お

ちゃたてむし，2010 投稿）．

カメムシ目（半翅目） Hemiptera
3.	 ヌルデシロアブラムシ	Schlechtendalia chinensis (Bell, 

1851)（アブラムシ科	Aphididae）
【データ】ヌルデ Rhus javanica L. var. chinensis (Mill.) 葉の多数

の虫こぶ（＝ヌルデミミフシ）, 2016.08.09. 目撃のみ

【文献記録】神戸市（井手，1928；広瀬，1986），西宮市（吉田，

2019）

4.	 アキニレヨスジワタムシ	Tetraneura	akinire	Sasaki, 
1904（アブラムシ科 Aphididae）

【データ】アキニレ Ulmus parvifolia Jacq. 葉の多数の虫こぶ（＝

アキニレハフクロフシ）, 2016.08.09.

【文献記録】神戸市（吉田，2019）

5.	 オ ヒ シバクロアブラムシ	Hysteroneura	setariae	
(Thomas, 1878)*	（アブラムシ科 Aphididae）（図 3）

【 デ ー タ 】 多 数 の 無 翅 型 , 2014.09.09., 公 園 外 , オ ヒ シ バ 

Eleusine indica (L.) 茎 ; 多数の無翅型 , 2016.08.09., 公園外 , オ

ヒシバ茎

【文献記録】なし？

【備考】オヒシバクロアブラムシではイネ科に寄生し，体は暗

褐色～黒色で角状管も黒色，尾片は白色，脛節は体に比べて淡

色であることから（松本，2008），本種とした．高橋・稲泉（1988）

が日本初記録の外来種で，県外では筆者が確認する限り，茨城

県（松本，2008），東京都（松本，2000；杉本，2003），静

岡県（廣森ら，2002：この記録は静岡県くらし・環境部環境

局自然保護課（2020）の分布記録整理に含まれていない），岡

山県（岡山県野生動植物調査検討会，2020），島根県（吉富・

安達，2013），愛媛県（安達・吉富，2012），沖縄県（中谷ら，

2016) で記録がある．インターネット上では 2009 年 11 月に

淡路島で記録がある（uni2，2020 最終更新）．

6.	 シラカシトガリキジラミ	Trioza	sp. （トガリキジラミ
科	Triozidae）

【データ】シラカシ Quercus myrsinifolia Blume 葉の多数の虫

こぶ（＝シラカシハクボミフシ）, 2016.08.09.

【文献記録】神戸市，西宮市（吉田，2019）

7.	 ア ミ ガ サ ハ ゴ ロ モ	Pochazia	albomaculata	(Uhler, 
1896)（ハゴロモ科	Ricaniidae）

【 デ ー タ 】1ex., 2016.08.09., ア オ キ Aucuba japonica Thunb. 

var. japonica 葉上面

【文献記録】神戸市（広瀬，1986），三田市（片岡ら，2019），

洲本市（広地ら，1977）

8.	 トサカグンバイ	Stephanitis	takeyai	Drake & Maa, 1955
（グンバイムシ科	Tingidae）

【データ】1ex., 2016.08.09.

【文献記録】高橋（1990）の整理によると県内広域で記録あり

バッタ目（直翅目） Orthoptera
9.	 ヤブキリ	Tettigonia	orientalis	Uvarov, 1924（キリギリ

図2　ナガケチャタテ． 図 2　オヒシバクロアブラムシ．
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ス科	Tettigoniidae）
【データ】1ex., 2016.08.09.

【 文 献 記 録 】 神 戸 市（ 広 瀬，1986； 近 藤，2015； 吉 田 ら，

2020），佐用町（久保 , 2019）

10.	 セスジツユムシ	Ducetia	japonica (Thunberg, 1815)（ツ
ユムシ科	Phaneropteridae）

【データ】1 ♂幼虫 , 2016.08.09., クズ Pueraria lobata (Willd.)  

葉上面

【文献記録】尼崎市（荒木ら，2016），神戸市（近藤，2015），

三木市（植田・近藤，2011）

ハエ目（双翅目） Diptera
11.	 フジ葉下面に虫こぶを形成する未同定のタマバエ科
の一種 Cecidomyiidae	Gen.	sp.	（図 4）

【 デ ー タ 】 フ ジ Wisteria floribunda (Willd.) の 葉 の 2 虫 こ ぶ , 

2016.08.09.

【文献記録】なし

【備考】ヤマフジハフクレフシは，フジの葉の下面にも形成さ

れ，半球形で，表面は平滑で黄緑色～緑褐色を呈する点は（中

渡瀬，1992），類似しているが，明らかに葉からの突出が見ら

れることから，別種であると考えられた．そのような虫こぶは

湯川・桝田（1996）にも記載がなく，調査した所，インターネッ

ト上で湯川（2017 投稿）に「フジハウラタマフシ」と仮称さ

れている虫こぶと同じものであるように思われた．関西で広く

確認される可能性があるとされ（湯川，2018 投稿），まだ正

式に記載されていないため，形態の比較などはできないが，重

要だと思われるので先んじて公表しておく．

コウチュウ目 Coleoptera
12.	 カシワクチブトゾウムシ	Nothomyllocerus	griseus	

(Roelofs, 1873)（ゾウムシ科	Curculionidae）
【データ】1ex., 2016.08.09.

【文献記録】高橋（1998；1999），兵庫昆虫同好会事務局（2000）

の整理によると県内広域で記録あり．多可町（兵庫昆虫同好会

事務局，2001），市島町（現丹波市）（稲畑，2004）

13.	 マルキバネサルハムシ	Pagria	ussuriensis	Moseyko & 
Medvedev, 2005（ハムシ科	Chrysomelidae）

【データ】1ex., 2016.08.11., コバノミツバツツジ Rhododendron 

reticulatum D.Don ex G.Don 葉上面

【文献記録】加古川市（今坂・南，2008），磯輪（2012）には

記録なし

ハチ目（膜翅目） Hymenoptera
14.	 ナ ラメカイメンタマバチ	Aphelonyx acutissimae 

Monzen, 1953（タマバチ科	Cynipidae）
【データ】クヌギ Quercus acutissima Carruth. 葉の多数の虫こぶ

（＝クヌギハマルタマフシ）, 2016.08.11.

【文献記録】神戸市（井手，1928；吉田，2019），西宮市（吉田，

2019）

15.	 コクロハバチ	Macrophya	timida Smith, 1874（ハバチ
科	Tenthredinidae）

【 デ ー タ 】1 幼 虫 , 2016.08.09., 公 園 外 , ヨ ウ シ ュ イ ボ タ 

Ligustrum vulgare L. 葉上面

【 文 献 記 録 】 県 内 広 域（ 内 藤 , 2004）， 伊 丹 市（ 後 北 ら，

2012；井上，2018)，宝塚市 (Shinohara, 2015)，太子町（内

藤ら，2020）

チョウ目（鱗翅目） Lepiptera
16.	 カキアシブサホソガ	Cuphodes	diospyrosella	(Issiki, 

1957)*（ホソガ科	Gracillariidae）（図 5）
【データ】1 幼虫 , 2016.08.11., カキノキ Diospyros kaki Thunb. 

葉上面

【文献記録】なし？

【備考】カキアシブサホソガの幼虫ではカキノキに寄生し，ボー

ト型の繭をつくり，繭表面に多数の泡粒上の顆粒をのせること

から（久万田ら，2013），本種とした．高島（2004）でホソ

ガ科の兵庫県記録種が 3 種であるとされているが，その内訳に

ついて筆者は確認できなかった．県外では筆者が確認する限り，

石川県，福岡県（鈴木，2018 最終更新：ただしこの記録出典

図 4　フジ寄生の未記載タマバエ虫瘤． 図 5　カキアシブサホソガ幼虫．
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元は記載がないため筆者未確認），長野県（久万田ら，2013），

東京都（大和田ら，2000；大和田ら，2005），静岡県（静岡

県くらし・環境部環境局自然保護課，2020），愛知県（間野，

2016），奈良県（小田ら，1974：この記録は奈良県レッドデー

タブック改訂委員会（2017）の分布記録整理に含まれていない）

で記録があるが，兵庫県の記録は確認できなかった．記録はそ

の他にも「誘蛾燈」誌上などに含まれる可能性があるが膨大な

ため本稿では検討できなかった．インターネット上では 2006

年 9 月 1 日に洲本市（鈴木，2018 最終更新），2010 年 8 月

19 日に明石公園（おちゃたてむし，2010 投稿）で記録がある．

17.	 キアゲハ	Papilio	machaon	hippocrates	C. Felder & R. 
Felder, 1864（アゲハチョウ科）

【データ】1 幼虫 , 2016.08.09., セリ Oenanthe javanica (Blume) 

上

【文献記録】県内広域（佐々木，1976；広畑・近藤，2007）

付録　神戸市の虫こぶの文献記録
本稿執筆中，井手（1928）という文献を確認した．

表 1　井手（1928）と湯川・桝田（1996）を対応させた虫こぶリスト．

これは湯川・桝田（1996）が引用しているが，吉田（2019）
でも言及がなく，埋没している文献だと思われる．この
文献は神戸市の「背の山地」（六甲山？）であること以
外の地点の記述がないことや，湯川・桝田（1996）以
降の現代的な虫こぶ名及び標準和名の記載がなく，不備
もあるが，今後の虫こぶ県内記録の精査や兵庫県野生生
物目録の作成などで重要だと思われるので，ここに湯川・
桝田（1996）における虫こぶ名及び形成者の標準和名
とともに記載しておく（表 1）．「井手（1928）の虫こ
ぶ名」の項の括弧内は井手（1928）で併記されていた
虫こぶの特徴を要約したものである．* は吉田（2019）
で記録がないものあるが，クヌギエダイガタマバチのみ
井上（2018）で記録があるため，つけていない．なお，
湯川・桝田（1996）は井手（1928）を引用しているも
のの，県の表記がなく鹿児島市と神戸市の記録の対応が
不明なため，筆者が井手（1928）の表記から推測して
おり，対応は確定的なものではない．井手（1928）の
標本が残っているかは不明であり，有識者に更なる井手

（1928）の記録の検討と現代的な追加記録の報告を望む
ものである．

井 手
（ 1 9 2 8 ）
の番号

井手（1928）の虫こぶ名 湯川・桝田（1996）の虫こぶ名 湯川・桝田（1996）で示された形成者

2. イノコヅチの茎が膨れる虫こぶ イノコヅチクキマルズイフシ *，寄
主がヒナタイノコヅチと区別されて
いるかは不明

イノコヅチウロコタマバエ Lasioptera 

achyranthii Shinji, 1939*

5. ヤマアザミの茎が膨れる虫こぶ
（双翅目）

湯川・桝田（1996）に候補がなく
不明

不明

6. ヒサカキの茎が膨れる虫こぶ ヒサカキエダコブフシ * ヒサカキエダタマバエ（学名未決定）*
7. ナワシロイチゴの茎が膨れる虫

こぶ
イチゴクキコブフシ * イチゴウロコタマバエ  Lasioptera rubi 

(Schrank, 1803)*
8. ヨモギの茎が膨れる虫こぶ（鱗

翅目？）
ヨモギクキツトフシ * トビモンシロヒメハマキ Eucosma metzne-

riana (Treitschke, 1830)*
10-1. コナラの茎上に生じる虫こぶ

（大球果状）
ナラメイガフシ * ナラメイガタマバチ Andricus 

mukaigawae (Mukaigawa, 1913)*
10-2. クヌギの茎上に生じる虫こぶ

（大球果状）
クヌギエダイガフシ * クヌギエダイガタマバチ Trichagalma 

serratae (Ashmead, 1904)*
11. コナラの茎上に生じる虫こぶ

（梅果実大，柔らかく，開花期）
ナラメリンゴフシ * ナラメカイメンタマバチ Aphelonyx 

glanduliferae Mukaigawa, 1920
12. ウツギの茎上に生じる虫こぶ 湯川・桝田（1996）に候補がなく

不明
不明

13. ヨモギの茎上に生じる虫こぶ
（長い白毛）

ヨモギクキワタフシ * ヨモギワタタマバエ Rhopalomyia giraldii 
Kieffer & Trotter, 1900*

14. ヨモギの茎上に生じる虫こぶ
（むかご状）

ヨモギクキコブフシ * ヨモギクキコブタマバエ Rhopalomyia 
struma Monzen, 1937*

15. コナラの茎上に生じる虫こぶ
（膨れた枝に出る小球）

ナラエダムレタマフシ * ナラエダムレタマバチ Callirhytis 
hakonensis Ashmead 1904*



-40-

きべりはむし，44 (1)，2021．

井 手
（ 1 9 2 8 ）
の番号

井手（1928）の虫こぶ名 湯川・桝田（1996）の虫こぶ名 湯川・桝田（1996）で示された形成者

16. ヤマシロギクの茎上に生じる虫
こぶ（栗の雌花状に密生，葉に
も出る）

ヤマシロギククキツトフシ * タマバエ科の一種 *

19. イスノキの葉の両面に生じその
両面に突出する虫こぶ

イスノキハタマフシ ヤノイスアブラムシ Neothoracaphis yano-

nis (Matsumura, 1917)
20. ウツギの葉の両面に生じその両

面に突出する虫こぶ
ウツギハフクレフシ * タマバエ科の一種 *

21. フジの葉の両面に生じその両面
に突出する虫こぶ

ヤマフジハフクレフシ * タマバエ科の一種 *

22. クズの葉の両面に生じその両面
に突出する虫こぶ（双翅目）

クズハトガリタマフシ クズトガリタマバエ Pitydiplosis pueariae 
Yukawa, Ikenaga & Sato, 2011

23. クリの葉の両面に生じその両面
に突出する虫こぶ（粟粒大）

クリハイボフシ * クリフシダニ Eriophyes japonicus (Huang, 

1971)*
30. アラカシの葉の片面に生ずる虫

こぶ（饅頭形二室）
不明 不明

31. アラカシの葉の片面に生じる虫
こぶ（杯状一室）

カシハサカズキタマフシ * カシハサカズキタマバチ（学名未決定）*

32. クズの葉の片面に生じる虫こぶ クズハウラタマフシ * タマバエ科の一種 *
33. ミズナラの葉の片面に生じる虫

こぶ
候補が多数あり不明 不明

34-1. アベマキの葉の片面に生じる虫
こぶ（球形，膜翅目）

候補が多数あり不明 不明

34-2. クヌギの葉の片面に生じる虫こ
ぶ（球形，膜翅目）

候補が多数あり不明 不明

35. クヌギの葉の片面に生じる虫こ
ぶ（偏球状，蛇の目状，黄褐色
の毛がある）

クヌギハケツボタマフシ クヌギハケツボタマバチ Neuroterus nawai 
Ashmead, 1904

36. エノキの葉の片面に生じる虫こ
ぶ

候補が多数あり不明 不明

37. ヨモギの葉の片面に生じる虫こ
ぶ（円錐形）

ヨモギハヒメエボシフシ * またはヨ
モギハエボフシ *

ヨモギヒメタマバエ Rhopalomyia sp.* ま
たはヨモギエボシタマバエ Rhopalomyia 

yomogicola (Matsumura, 1931)*
38. オノオレカンバ？の葉の片面に

生じる虫こぶ
湯川・桝田（1996）に候補がなく
不明，県内にオノオレカンバは分布
しない

不明

39. フジの葉の片面に生じる虫こぶ ヤマフジハイボフシ * タマバエ科の一種 *
40. ヨモギの葉の片面に生じる虫こ

ぶ（球形一室）
ヨモギハシロケタマフシ * ヨモギシロケフシタマバエ Rhopalomia 

cinerarius Monzen, 1937*
41. ナワシロイチゴの葉の片面に生

じる虫こぶ
ナワシロイチゴハケフシ * フシダニ科の一種 *

42-1. コナラの葉の片面に生じる虫こ
ぶ（中肋上の黒紅色球体）

ナラハヒラタマルタマフシ * ナラハヒラタマルタマバチ（学名未決定）
*

42-2. アベマキの葉の片面に生じる虫
こぶ（中肋上の黒紅色球体）

クヌギハマルタマフシ クヌギハマルタマバチ Aphelonyx 

acutissisimae Monzen, 1953
44. ナナミノキ？の葉に生じる虫こ

ぶ（双翅目）
ナナミノキハフクレフシ * タマバエ科の一種 *

45. ネジキの葉に生じる虫こぶ 湯川・桝田（1996）に候補がなく
不明

不明

46-1. ノジギクの葉に生じる虫こぶ
（徳利状）

ノジギクメナガツボフシ * ヨモギタマバエ属の一種 Rhopalomyia sp.*

46-2. ヨモギの葉に生じる虫こぶ（徳
利状）

ヨモギメナガツボフシ * ヨモギナガツボタマバエ Rhopalomyia 

longitubifex (Shinji, 1938)*
47. ヨモギの葉に生じる虫こぶ（扁

桃状）
ヨモギハベリマキフシ？扁桃状と表
現するのは疑問

ヨモギクダナシアブラムシ Cryptosiphum 

artemisiae Buckton, 1879 ？
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井 手
（ 1 9 2 8 ）
の番号

井手（1928）の虫こぶ名 湯川・桝田（1996）の虫こぶ名 湯川・桝田（1996）で示された形成者

50. イノコヅチの花托を膨大させる
虫こぶ

湯川・桝田（1996）に候補がなく
不明

不明

51. ガマズミの果実を膨大させる虫
こぶ

ガマズミミケフシ * またはガマズミ
ミフクレフシ *

ガマズミミケフシタマバエ
Pseudasphondylia rokuharensis Monzen, 

1955* またはタマバエ科の一種 *
52. コツクバネウツギ？の梢端に生

じる虫こぶ
湯川・桝田（1996）に候補がなく
不明

不明

53. マルバハギの梢端に生じる虫こ
ぶ

湯川・桝田（1996）に候補がなく
不明

不明

54. イスノキの特異な虫こぶ（葉が
袋状に木化，内部は空洞，イス
フシの寄生）

イスノキエダチャイロオオタマフシ
*

モンゼンイスアブラムシ Nipponaphis 
monzeni Takahashi, 1958

55. ヌルデの特異な虫こぶ（小葉の
中肋から突起，珊瑚状に分岐）

ヌルデハサンゴフシ * またはヌルデ
ハベニサンゴフシ *

ハナフシアブラムシ Nurudea shiraii (Mat-

sumura, 1917)* またはヤノハナフシアブラ
ムシ Nurudea yanoniella 

(Matsumura, 1917)*
56. ヌルデの特異な虫こぶ（葉の中

軸から突出し不整形瘤状，多少
分岐）

ヌルデミミフシ ヌルデシロアブラムシ Schlechtendalia 
chinensis (Bell, 1851)

57. ハギの寄生虫が植物体外にある
虫こぶ（新小葉が莢果状）

ヤマハギハトジタマゴフシ * ハギハトジコブタマバエ（学名未決定）*

58. テリハノイバラの寄生虫が植物
体外にある虫こぶ（新芽膨大）

湯川・桝田（1996）に候補がなく
不明

不明

59. カマツカの寄生虫が植物体外に
ある虫こぶ（葉面が所々陥落，
反対はツツジもち病状のものが
突出）

湯川・桝田（1996）に候補がなく
不明

不明

補 1. ヨツバムグラの茎が膨れる虫こ
ぶ

湯川・桝田（1996）に候補がなく
不明

不明

補 2. クヌギの葉に生じる虫こぶ（ク
ヌギイボフシバチ）

現在の標準和名と学名の対応が不明 不明

補 3. ヒキオコシの葉に生じる虫こぶ 湯川・桝田（1996）に候補がなく
不明

不明

補 4. クヌギの茎上に生じる虫こぶ
（小球果状）

クヌギエダイガフシ？ 10-2. との違
い不明

クヌギエダイガタマバチ？
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